
受
け
、
「
小
説
全
体
が
も
っ
て
い
る
風
格
の
よ
う
な
も
の
が
み
ご
と
」
だ
と

（
２
）

そ
の
評
に
記
し
た
。
の
ち
、
こ
の
一
一
篇
は
、
大
河
内
の
推
娩
も
あ
っ
て
、

を
指
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
大
河
内
と
同
じ
く
「
同
人
雑
誌
評
」
を
担
当
し

て
い
る
文
芸
評
論
家
勝
又
浩
も
、
や
は
り
こ
れ
ら
の
作
品
を
読
ん
で
感
銘
を

県
の
鹿
屋
市
で
発
刊
さ
れ
て
い
る
『
火
山
地
帯
』
に
掲
載
さ
れ
た
安
田
の
作

品
「
玄
耳
と
猫
と
漱
石
と
」
、
お
よ
び
「
南
洲
先
生
大
将
服
焼
片
」
の
二
篇

そ
れ
こ
そ
ご
く
希
に
し
か
な
い
こ
と
で
あ
る
」
と
記
し
、
安
田
の
作
品
を
読

（
１
）

ん
だ
折
が
そ
の
「
希
に
し
か
な
い
こ
と
」
だ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
鹿
児
島

間
作
品
を
一
冊
の
本
に
ま
と
め
た
い
と
作
者
そ
っ
ち
の
け
に
考
え
る
の
は
、

「
風
格
」
の
あ
る
小
説
や
文
章
の
書
き
手
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

の
巧
者
と
も
い
う
べ
き
文
芸
評
論
家
の
大
河
内
昭
爾
は
、

っ
て
「
文
学
界
」
誌
上
で
「
同
人
雑
誌
評
」
を
担
当
し
て
き
た
が
、
「
そ
の

順
の
「
昭
和
文
学
盛
衰
史
』
に
通
底
す
る
記
述
の
ス
タ
イ
ル
は
、
文
学
史

安
田
満
は
、

安
田
満
の
〈
ジ
ャ
ワ
〉

は
じ
め
に

安
田
満
の
〈
ジ
ャ
ワ
〉

知
る
人
ぞ
知
る
と
い
っ
た
形
容
が
ふ
さ
わ
し
い
、

「
歌
姫
ア
ュ
ム
」
を
視
点
と
し
て
Ｉ

陣
小
説
読
み

○
数
年
に
わ
た

き
わ
め
て

者
た
ち
の
言
説
も
少
な
か
ら
ず
残
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
中
で
、
安
田

作
品
の
描
き
出
す
世
界
は
一
つ
の
確
か
な
個
性
を
打
ち
た
て
て
い
る
と
言
え

こ
の
安
田
に
、
後
述
す
る
よ
う
な
経
歴
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
、

ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
時
の
「
ジ
ャ
ワ
」
に
素
材
を
得
た
二
○
篇
余
り
の
小
説

や
エ
ッ
セ
イ
が
あ
る
。
日
本
軍
の
「
軍
政
」
に
よ
る
統
治
を
受
け
て
い
た
ジ

ャ
ワ
（
今
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
）
の
人
々
の
様
子
や
生
活
ぶ
り
、
戦
争

と
そ
の
影
響
な
ど
を
記
し
た
歴
史
書
、
回
想
記
、
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
の
類
は

数
多
く
あ
る
し
、
ま
た
、
「
南
方
徴
用
作
家
」
と
文
学
史
上
呼
ば
れ
る
文
学

的
・
文
壇
史
的
意
義
を
有
す
る
文
章
と
思
わ
れ
る
。

後
の
安
田
と
同
時
代
を
生
き
た
作
家
た
ち
の
貴
重
な
言
行
録
で
あ
り
、

さ
れ
た
長
篇
の
評
論
が
あ
る
（
「
火
山
地
帯
」
、
「
九
州
文
学
』
な
ど
に
掲
載
）
。

、
、

九
州
と
の
限
定
は
あ
る
が
、
そ
の
広
が
り
は
き
わ
め
て
広
く
、
戦
前
・
戦

か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
安
田
に
は
、
「
私
説
九
州
の
文
人
た
ち
」
と
題

こ
か
の
文
庫
本
に
収
録
さ
れ
て
多
く
の
読
者
に
供
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
佳
品

『
玄
耳
と
猫
と
漱
石
と
』
と
の
題
名
で
単
行
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
が
、

木
村
－
信

高
見

ど



たう
、◎

見
う
け
ら
れ
る
。

（
３
）

一
」
こ
で
は
、
「
歌
姫
ア
ュ
ム
」
（
初
出
は
、
『
火
山
地
帯
』
第
四
○
号
、
一

九
七
九
・
一
○
）
と
い
う
作
品
を
通
し
て
、
そ
の
安
田
の
〈
ジ
ャ
ワ
も
の
〉

の
世
界
の
一
端
を
明
か
に
し
て
み
よ
う
と
試
み
る
の
だ
が
、
ま
ず
、
安
田
の

経
歴
を
辿
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
よ
う
。

＊
＊

＊
＊

を
描
い
た
一
典
型
と
し
て
残
り
う
る
作
品
と
評
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
る

よ
う
。
い
ま
仮
り
に
、
〈
ジ
ャ
ワ
も
の
〉
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
、
昭
和
期

の
戦
前
・
戦
中
・
戦
後
の
ジ
ャ
ワ
を
文
学
の
素
材
と
し
た
作
品
を
並
べ
て
み

る
と
、
安
田
の
言
説
は
、
日
本
の
現
代
文
学
史
の
中
に
あ
っ
て
、
〈
外
地
〉

安
田
満
の
年
譜
に
あ
た
る
も
の
は
、
そ
の
著
書
に
付
せ
ら
れ
た
簡
単
な
作

者
紹
介
、
も
し
く
は
新
聞
な
ど
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
か
ら
の
情
報
と
い
つ

た
断
片
的
事
項
し
か
見
あ
た
ら
な
い
が
、
論
者
（
木
村
）
は
、
安
田
に
自
身

に
よ
る
略
年
譜
の
作
成
を
依
頼
し
、
返
書
（
二
○
○
一
年
二
月
九
日
付
、
書

簡
）
で
そ
の
メ
モ
を
い
た
だ
い
た
の
で
、
そ
れ
に
資
料
を
用
い
て
補
訂
を
加

え
、
以
下
に
ま
と
め
て
み
た
い
。

安
田
満
（
み
つ
る
）
は
、
一
九
一
五
年
（
大
四
）
三
月
一
四
日
、
大
分
市

の
西
大
分
生
石
（
い
く
し
）
に
生
れ
て
い
る
。
父
の
仕
事
の
関
係
で
、
小
学

校
時
代
（
二
年
生
か
ら
）
は
中
国
山
東
省
の
膠
州
湾
沿
い
に
あ
る
槍
口
で
過

（
４
）

》
」
し
、
中
学
校
は
青
島
市
の
日
本
中
学
（
四
年
生
ま
で
）
に
進
学
し
た
。
従

っ
て
、
中
国
語
に
は
堪
能
で
あ
る
。
そ
の
後
、
福
岡
県
の
若
松
中
学
に
転
校

す
ぐ
れ
た
文
学
作
品
に
備
わ
っ
て
い
る
い
く
つ
も
の
要
素
が
そ
こ
に
は

そ
れ
ほ
ど
の
問
題
意
識
の
高
さ
、
形
象
の
巧
み
さ
、
表
現
の
妙
と
い
つ

満
州
国
建
国
を
強
行
す
る
。
国
際
連
盟
は
こ
れ
を
不
承
認
と
し
、
国
際
世
論

は
厳
し
い
態
度
で
も
っ
て
我
が
国
に
対
し
た
。
中
国
に
は
反
日
・
抗
日
の
動

き
が
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
強
く
巻
き
起
っ
た
。
天
津
北
海
大
学
は
、
ア

メ
リ
カ
人
の
経
営
す
る
私
立
大
学
で
あ
っ
た
が
、
安
田
は
入
学
し
た
も
の
の

日
本
人
へ
の
中
国
人
側
の
反
発
、
反
感
が
強
く
、
登
校
し
勉
学
で
き
る
よ
う

し
、
卒
業
後
、
再
び
中
国
に
渡
り
、
天
津
北
海
大
学
に
入
学
し
た
。
一
九
三

二
年
（
昭
和
七
）
の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
は
周
知
の
よ
う
に
、
前
年
の
一
九

三
一
年
九
月
、
い
わ
ゆ
る
満
州
事
変
が
勃
発
し
、
翌
三
二
年
三
月
、
日
本
は

な
状
況
に
は
な
か
っ
た
と
言
う
。
同
校
を
卒
業
し
え
た
か
ど
う
か
、
安
田
は

確
か
で
は
な
い
と
回
想
し
て
い
る
。
卒
業
の
証
書
は
、
受
け
取
っ
て
は
い
な

以
後
、
徴
兵
検
査
に
合
格
し
た
成
年
男
子
に
は
い
つ
召
集
が
か
か
っ
て
も
お

か
し
く
は
な
か
っ
た
が
、
安
田
も
そ
の
例
外
に
洩
れ
ず
、
一
九
三
八
年
九
月

か
ら
日
中
戦
争
に
兵
士
（
下
士
官
）
と
し
て
従
軍
し
た
。
主
に
、
華
南
戦
線

に
赴
き
、
三
九
年
の
夏
、
「
広
東
近
辺
の
戦
闘
の
折
に
、
博
羅
付
近
で
激
し

い
マ
ラ
リ
ア
に
か
か
こ
て
戦
線
を
離
脱
（
「
黒
夜
」
よ
り
）
。
野
戦
病
院
、

台
湾
の
高
雄
の
病
院
、
さ
ら
に
は
日
本
の
小
倉
へ
と
転
送
さ
れ
、
一
九
四
○

年
四
月
、
病
兵
と
し
て
召
集
解
除
と
な
っ
た
。
が
、
こ
の
後
、
数
回
に
わ
た

り
陸
軍
あ
る
い
は
海
軍
（
佐
世
保
で
の
報
道
班
勤
務
）
か
ら
の
召
集
を
受
け

た
。

い
が
、
発
行
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
、
と
の
こ
と
。

日
新
聞
社
が
統
治
地
ジ
ャ
ワ
に
ジ
ャ
ワ
新
聞
社
を
創
設
し
、

中
国
と
の
戦
争
が
本
格
化
し
た
い
わ
ゆ
る
日
支
事
変
二
九

朝
日
新
聞
西
部
本
社
へ
記
者
と
し
て
入
っ
た
の
が
一
九
四
二
年
二
月
。
朝

斫
罰
仕
が
疏
冶
地
ジ
ャ
ワ
に
ジ
ャ
ワ
新
聞
社
を
創
設
し
、
日
刊
邦
字
紙

三
七
年
七
月
） 二



（
５
）

「
ジ
ャ
ワ
新
聞
」
の
発
刊
を
始
め
る
の
は
、
一
九
四
一
一
年
一
一
一
月
八
日
か
ら

の
こ
と
で
あ
る
。
翌
四
三
年
九
月
、
安
田
は
こ
の
ジ
ャ
ワ
新
聞
社
へ
の
出
向

を
命
じ
ら
れ
、
一
○
月
一
二
日
、
東
京
・
羽
田
よ
り
朝
日
の
飛
行
機
に
塔
乗

し
て
南
へ
と
向
っ
た
。

塔
乗
機
は
、
福
岡
を
経
て
上
海
ま
で
行
き
、
そ
こ
で
一
泊
。
次
の
日
、
高

雄
経
由
で
マ
ニ
ラ
へ
（
泊
）
。
折
か
ら
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
統
治
し
て
い
た
日

本
軍
政
部
「
容
認
」
の
も
と
、
独
立
宣
言
の
日
（
一
○
月
一
四
日
）
を
迎
え

に
も
宿
泊
し
、
続
い
て
メ
ナ
ド
、
マ
カ
ッ
サ
ル
、
バ
リ
ッ
ク
バ
パ
ン
、
バ
ン

ジ
ャ
ル
マ
シ
ン
を
経
て
ス
ラ
バ
ャ
ヘ
と
移
動
。
機
の
連
続
飛
行
可
能
距
離
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
す
で
に
、
こ
の
よ
う
な
小
き
ざ
み
の
航
行
し
か
で
き
な

い
状
勢
下
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ジ
ャ
カ
ル
タ
（
一
九
四
二
年
一
二
月
八
日

に
、
そ
れ
ま
で
の
バ
タ
ピ
ア
か
ら
ジ
ャ
カ
ル
タ
へ
と
名
が
変
え
ら
れ
て
い
た
）

へ
到
着
し
た
の
が
一
九
日
。
東
京
か
ら
八
日
間
を
要
す
る
移
動
で
あ
っ
た
。

ホ
テ
ル
・
デ
ス
イ
ン
デ
ス
に
宿
泊
し
、
し
ば
ら
く
滞
在
。
ジ
ャ
ワ
新
聞
社
は
、

、
よ
う
し
了
し
て
い
た
。

こ
の
ホ
テ
ル
の
前
を
流
れ
る
チ
リ
ウ
ン
運
河
を
渡
っ
た
斜
め
向
か
い
の
あ
た

（
６
）

り
に
あ
り
、
昼
食
を
と
る
た
め
ホ
テ
ル
に
徒
歩
で
戻
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
ほ

ど
な
く
、
ガ
ン
ビ
ー
ル
広
場
（
現
在
の
独
立
広
場
）

ン
ビ
ー
ル
五
番
地
に
あ
っ
た
家
に
移
り
住
ん
だ
。
」

聞
社
に
勤
め
る
中
学
時
代
の
先
輩
が
先
住
者

ク
ブ
ン
・
シ
リ
ー
に
あ
っ
た
家
に
移
っ
た
が
隣
家
に
は
漫
画
家
と
し
て
著
名

（
７
）

で
あ
っ
た
小
野
佐
世
男
が
住
ん
で
い
た
。
安
田
の
同
宿
者
は
、
同
勤
の
山
本

で
同
居
し
た
の
で
あ
る
。
敗
戦
の
年
、
す
な
わ
ち
一
九
四
五
年
に
な
っ
て
、

安
田
満
の
〈
ジ
ャ
ワ
〉

そ
の
に
ぎ
わ
い
を
安
田
は
目
に
し
た
と
言
う
。

閂
場
）
南
西
隅
の
ブ
ン
ト
・
ガ

』
。
こ
こ
に
は
同
じ
ジ
ャ
ワ
新

（
深
川
周
二
と
し
て
い
た
の

ダ
バ
オ

専
三
記
者
で
あ
る
。

敗
戦
を
む
か
え
、
報
道
関
係
者
や
宣
伝
班
の
面
々
は
、

た
。
翌
四
六
年
五
月
、
リ
バ
テ
ィ
シ
ッ
プ
号
に
乗
船
し
て
ジ
ャ
カ
ル
タ
を
出

港
し
、
五
月
一
六
日
に
名
古
屋
港
に
着
く
。
翌
日
、
東
京
の
朝
日
新
聞
社
に

帰
社
し
、
西
部
本
社
勤
務
の
辞
令
を
貰
う
。
以
降
、
本
社
を
は
じ
め
、
九
州

内
の
い
く
つ
か
の
支
社
に
勤
め
た
あ
と
、
一
九
七
○
年
三
月
、
定
年
で
退
社
。

戦
後
は
、
「
九
州
人
」
「
九
州
文
学
』
『
火
山
地
帯
」
と
い
っ
た
同
人
誌
を
舞

台
と
し
て
創
作
活
動
を
続
け
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

略
記
と
一
一
一
一
口
い
つ
つ
も
、
や
や
細
部
（
特
に
ジ
ャ
ワ
関
連
）
に
こ
だ
わ
っ
て

安
田
の
事
績
を
辿
っ
て
み
た
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
は
次
の
二
点
が
挙
げ
ら

れ
る
。
そ
の
一
は
、
前
述
し
た
こ
と
と
関
わ
る
が
、
こ
れ
く
ら
い
の
略
記
で

あ
っ
て
も
従
来
の
安
田
に
関
し
て
の
年
譜
的
事
項
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
ざ

れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
。
そ
の
こ
と
し
て
は
、
安
田
の
小
説
の
多
く
は
、
本

人
の
弁
に
よ
る
と
、
「
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
は
あ
ま
り
な
い
」
と
の
こ
と
で
、
こ

と
〈
ジ
ャ
ワ
も
の
〉
に
関
し
て
も
年
代
的
・
時
間
的
な
事
柄
、
場
所
や
登
場

人
物
さ
ら
に
は
出
来
事
な
ど
も
、
ほ
ぼ
事
実
あ
る
い
は
安
田
の
体
験
に
基
づ

く
こ
と
が
多
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
記
し
た
事
項
は
ま
だ
十

分
と
は
言
え
な
い
が
、
本
稿
を
進
め
る
上
で
は
ほ
ぼ
足
り
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

今
後
、
「
私
説
九
州
の
文
人
た
ち
」
、
「
戦
旅
ジ
ャ
カ
ル
タ
文
」
（
後
出
）
な

ど
に
記
さ
れ
た
事
柄
な
ど
を
基
に
、
よ
り
詳
細
な
安
田
の
作
家
的
言
動
に
関

ウ
ラ
ン
の
キ
ャ
ン
プ
に
収
容
さ
れ
た
。
四
五
年
の
年
末
か
ら
、
ジ
ャ
カ
ル
タ

の
港
、

ン
と
い
う
ポ
ゴ
ー
ル
の
南
の
山
あ
い
の
地
に
集
め
ら
れ
、

タ
ン
ジ
ュ
ン
プ
リ
オ
ー
ク
で
の
強
制
労
役
に
か
り
出
さ
れ
た
り
も
し

テ
ガ
ル
パ
ン
ジ
ヤ

そ
こ
か
ら
ガ
ン
ソ

一一一



わ
る
年
譜
は
作
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

＊
＊

＊
＊

安
田
の
〈
ジ
ャ
ワ
も
の
〉
と
名
づ
け
る
こ
と
の
で
き
る
作
ロ
叩
を
列
記
し
て

み
た
い
。
こ
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
も
こ
れ
ま
で
に
試
み
ら
れ
た
こ
と
が
な
い
も

の
で
あ
る
。
作
品
内
容
に
つ
い
て
は
、
簡
単
な
コ
メ
ン
ト
を
付
す
。
な
お
、

カ
ッ
コ
内
の
枚
数
は
、
四
○
○
字
原
稿
用
紙
換
算
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

〔
小
説
〕

１
「
朝
霧
」
（
一
三
○
枚
）
、
『
九
州
文
学
』
第
九
○
冊
、
一
九
四
七
・

二
ｌ
敗
戦
前
後
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
お
け
る
日
本
人
男
女
の
愛
情
（
恋

愛
）
を
描
い
た
も
の
。

２
「
黒
夜
」
（
一
二
○
枚
）
、
「
九
州
文
学
』
第
九
五
冊
、
一
九
四
七
・

一
○
ｌ
ジ
ャ
カ
ル
タ
か
ら
帰
還
し
た
主
人
公
が
、
夫
を
ビ
ル
マ
戦
線

で
亡
く
し
て
未
亡
人
と
な
っ
て
い
る
か
つ
て
の
恋
人
と
再
会
す
る
話
。

ン
病
医
師
で
、
ジ
ャ
ワ
に
て
亡
く
な
っ
た
邑
楽
（
池
尻
）
慎
一
の
最
期

を
モ
デ
ル
に
し
た
作
品
。

５
「
ド
ス
キ
ン
の
服
」
（
九
五
枚
）
、
『
九
州
人
』
第
八
一
号
、
一
九
七

四
・
一
○
、
の
ち
、
『
ド
ス
キ
ン
の
服
』
に
収
録
、
一
九
八
二
・
一

近
代
文
芸
社
刊
、
更
に
、
『
多
佳
子
幻
影
』
に
収
録
、
二
○
○
三
・
二
、

が
、
未
見
。
一
九
四
九
年
の
作
。

４
「
シ
オ
ン
の
愛
子
」
（
一
○
四
枚
）
、
「
火
山
地
帯
』
第
二
四
号
（
’

３
「
宿
命
」

九
六
四
・
一
二
）
、
の
ち
、

集
」
に
収
録
、
一
九
七
八

ｌ
前
作
と
同
じ
く
南
方
か
ら
帰
っ
た
人
物
の
藷
で
あ
る

「
ひ
と
つ
の
世
界
－
１
火
山
地
帯
同
人
作
品

・
二
、
火
山
地
帯
社
刊
１
１
実
在
の
ハ
ン
セ

９
「
歌
姫
ア
ユ
ム
」
（
八
五
枚
）
、
’
九
七
九
人
、
５
に
同
じ
．
ｌ

敗
戦
前
後
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
を
舞
台
に
し
た
、
日
本
人
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

女
性
と
の
恋
愛
を
描
い
た
作
品
。
後
に
詳
述
す
る
。

か
ら
起
っ
た
幻
想
的
な
物
語
。
本
稿
で
扱
う
「
歌
姫
ア
ュ
ム
」
の
メ
タ

フ
ァ
ー
と
も
い
う
べ
き
作
品
で
あ
る
。

８
「
グ
ロ
ド
ッ
ク
監
獄
」
（
七
○
枚
）
、
『
火
山
地
帯
』
第
三
七
号
、
一

九
七
九
二
、
５
に
同
じ
．
１
敗
戦
後
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
強
制
労
役

に
服
し
て
い
る
折
、
目
に
し
た
監
獄
に
収
監
さ
れ
て
い
る
華
僑
や
日
本

人
軍
人
の
こ
と
。
安
田
か
ら
の
書
簡
に
は
、
こ
の
作
品
に
つ
い
て
、

「
ｓ
（
昭
和
の
こ
と
か
ｌ
木
村
・
注
）
鰯
年
ご
ろ
九
州
文
学
の
た
め

６
「
コ
モ
ド
竜
」
（
三
一
枚
）
、
「
九
州
人
』
第
九
九
号
、
一
九
七
六
・

四
ｌ
「
大
人
の
童
話
」
と
の
サ
ブ
・
タ
イ
ト
ル
が
付
せ
ら
れ
て
い
る
．

ジ
ャ
カ
ル
タ
の
動
物
園
で
の
幻
想
的
な
話
。

７
「
メ
ラ
ピ
の
猿
」
（
四
四
枚
）
、
「
火
山
地
帯
」
第
三
二
号
、
一
九
七

が
敬
遠
し
た
の
で
、
の
ち
に
火
山
地
帯
に
発
表
し
た
も
の
」
と
記
さ
れ

七
▲

文
芸
社
刊
。
な
お
、
単
行
本
『
ド
ス
キ
ン
の
服
』
と
「
多
佳
子
幻
影
」

の
収
録
作
品
は
同
じ
で
あ
る
。
以
下
の
作
品
に
お
い
て
は
、
こ
の
両
作

品
に
収
録
の
も
の
は
、
５
に
同
じ
、
と
の
み
記
す
１
１
日
本
で
作
っ
て

ジ
ャ
ワ
に
持
参
し
た
ド
ス
キ
ン
の
服
に
ま
つ
わ
る
話
。
中
部
ジ
ャ
ワ
の

て
い
る
。

に
書
き
ま
し
た
が
内
容
が
米
軍
検
閲
に
か
か
る
倶
れ
が
あ
る
と
編
集
者

サ
ラ
テ
ィ
ガ
で
の
出
来
事
が
主
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

。
ｌ
中
部
ジ
ャ
ワ
で
生
け
捕
ら
れ
た
猿
の
命
を
救
っ
た
こ
と

初
稿
か
ら
三
○
年
余
り
後
に
世
に
出
た
こ
と
に
な
る
。

四



カ
ル
タ
で
そ
の
愛
犬
と
再
会
す
る
話
。

〔
評
論
・
エ
ッ
セ
イ
な
ど
〕

１
「
初
期
の
陣
中
文
芸
⑩
～
⑤
」
、
「
ジ
ャ
ワ
新
聞
』
第
八
二
四
～
八
二

八
号
一
九
四
五
四
七
’
二
ｌ
ジ
ャ
ワ
宣
伝
班
メ
ン
バ
ー
た

ち
や
将
兵
、
一
般
人
ら
の
「
う
な
ば
ら
」
紙
に
掲
載
さ
れ
た
文
学
的
な

１
「
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
犬
」
（
五
五
枚
）
、
「
小
さ
い
旗
』
第
二
○
号
、
一

九
六
九
・
三
、
の
ち
、
単
行
本
『
犬
と
な
で
し
こ
の
服
と
和
平
ど
ん
」

（
三
人
の
共
著
）
に
収
録
、
’
九
七
一
・
四
、
牧
書
店
刊
１
１
戦
争
中
、

、
「
切
手
讃
」
（
八
○
枚
）
、
「
九
州
人
』
第
一
四
九
号
、
一
九
八
○
・

リ
ピ
ン
・
マ
ニ
ラ
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
な
ど
で
の
体
験
、
引
き
揚
げ
時
の
英

軍
に
よ
る
荷
物
の
検
閲
な
ど
が
題
材
。

〔
童
話
〕

う
、
そ
れ
は
私
の
任
で
は
な
い
が
「
ジ
ャ
ワ
陣
中
文
芸
史
」
を
書
く
こ

そ
れ
に
応
え
る
に
は
適
任
者
は
い
く
ら
で
も
お
ろ
う
し
、
資
料
も
あ
る

歴
史
は
ジ
ャ
ワ
の
日
本
軍
の
戦
闘
や
軍
政
を
振
り
返
る
と
き
が
来
る
、

き
る
日
は
迫
っ
て
い
る
。
戦
争
は
や
が
て
は
終
る
、
終
っ
た
あ
と
で
、

文
章
を
批
評
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
安
田
に
よ
れ
ば
経
緯
は
以
下
の
通

り
で
あ
る
。
「
昭
和
一
一
十
年
四
月
の
こ
と
で
、
四
月
一
日
に
は
米
軍
が

沖
縄
に
上
陸
し
た
。
私
は
、
ジ
ャ
ワ
の
日
本
軍
や
私
た
ち
の
運
命
が
壷

ジ
ャ
カ
ル
タ
に
農
業
指
導
と
い
う
役
割
で
赴
任
し
て
い
た
青
年
が
、
唯

一
の
慰
め
と
し
て
犬
を
飼
っ
て
い
た
が
、
戦
後
に
な
っ
て
訪
れ
た
ジ
ャ

六
、
５
に
同
じ
．
ｌ
切
手
収
集
に
ま
つ
わ
る
話
で
あ
る
が
戦
闘
機

で
自
爆
し
た
友
人
な
ど
、
戦
争
の
影
が
深
い
。
中
国
・
青
島
市
、
ブ
イ

安
田
満
の
〈
ジ
ャ
ワ
〉

て
い
る
。
蘇
曼
殊
は
、
ジ
ャ
ワ
と
も
関
わ
っ
た
。

５
「
傷
め
る
葦
の
人
・
邑
楽
慎
一
」
、
「
九
州
人
』
第
二
九
号
、
’
九

七
七
二
二
ｌ
邑
楽
（
池
尻
）
と
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
お
い
て
知
己
で
あ

４
「
蘇
曇
珠
遍
歴
」
、
『
九
州
人
」
鑪
六
ｏ
号
一
九
七
三
二
ｌ
中

国
の
文
学
者
蘇
曼
殊
に
つ
い
て
の
安
田
の
長
年
に
わ
た
る
関
心
を
記
し

的
言
説
も
数
多
く
載
せ
ら
れ
て
い
た
。
安
田
は
、
ジ
ャ
ワ
新
聞
社
で
の

最
後
の
仕
事
と
い
っ
た
思
い
で
も
っ
て
、
こ
の
連
載
評
論
を
記
し
た
の

で
あ
ろ
う
。
な
お
、
安
田
に
、
「
ジ
ャ
ワ
陣
中
文
芸
史
の
こ
と
」
と
題

し
た
私
家
版
の
文
章
が
あ
る
二
九
九
四
・
五
）
。

２
「
日
本
女
性
の
高
い
誇
」
、
『
ジ
ャ
ワ
新
聞
」
第
八
六
二
号
、
’
九
四

五
五
二
六
ｌ
同
紙
の
霞
列
断
想
」
欄
に
掲
載
き
れ
た
も
の
・

同
欄
に
、
同
七
月
、
「
南
方
移
民
史
」
と
題
し
た
一
文
も
寄
せ
た
ら
し

い
が
、
探
索
し
て
も
見
当
ら
な
か
っ
た
。

３
「
ジ
ャ
ワ
の
佐
藤
春
夫
」
、
「
朝
日
人
』
第
六
一
八
号
、
一
九
六
九
・

一
二
ｌ
佐
藤
春
夫
の
ジ
ャ
ワ
体
験
に
つ
い
て
は
論
者
（
木
尅
も
関

（
９
）

心
を
寄
せ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
も
貴
重
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
記
さ
れ
て
い

る
。

さ
れ
て
い
た
新
聞
に
は
、
文
学
者
や
評
論
家
と
い
っ
た
プ
ロ
の
書
き
手

以
外
、
す
な
わ
ち
、
こ
の
地
に
従
軍
し
て
き
て
い
る
兵
士
た
ち
の
文
学

見
る
こ
と
も
あ
ろ
う
と
思
い
立
っ
た
。
／
私
の
仕
事
机
の
近
く
に
「
赤

道
報
」
「
う
な
ば
ら
旨
ジ
ャ
ワ
新
聞
」
の
揃
っ
た
綴
り
込
み
が
あ
っ
た
」
、

（
８
）

と
。
安
田
の
一
一
一
口
う
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
「
軍
政
」
下
の
ジ
ャ
ワ
で
発
行

と
な
ら
、
自
分
に
も
で
き
る
。
書
い
て
お
こ
う
。
い
つ
か
は
日
の
目
を五



と
し
た
自
作
の
小
説
「
シ
オ
ン
の
愛
子
」
（
安
田
作
品
に
は
珍
ら
し
く
、

虚
構
が
多
い
）
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

６
「
邑
楽
慎
一
と
阿
部
知
二
」
、
『
火
山
地
帯
』
第
三
八
号
、
一
九
七

７
．
「
『
邑
楽
慎
一
と
阿
部
知
二
」
補
遺
」
、
「
火
山
地
帯
」
第
三
九
号
、

’
九
七
九
・
七
１
５
，
６
，
７
の
評
論
は
邑
楽
慎
一
に
つ
い
て
の

論
評
を
な
す
際
、
必
読
の
文
章
と
言
え
よ
う
。

８
「
戦
旅
ジ
ャ
カ
ル
タ
文
（
二
」
、
「
火
山
地
帯
」
第
四
四
号
、
一
九

八
○
・
’
○

９
「
戦
旅
ジ
ャ
カ
ル
タ
文
（
二
）
」
、
「
火
山
地
帯
」
第
四
五
号
、
一
九

Ⅲ
「
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
硯
、
な
ど
」
、
「
文
芸
四
季
」
創
刊
号
、
一
九
八

一
〒
五
ｌ
未
見
．

ｕ
「
猿
」
、
『
火
山
地
帯
」
第
五
一
号
、
一
九
八
二
・
七
未
見
。

⑫
「
知
ら
ぬ
ま
に
「
シ
オ
ン
の
愛
子
」
が
」
、
「
火
山
地
帯
』
第
五
三
号
、

一
九
八
三
二
ｌ
大
源
富
枝
が
「
忍
び
て
ゅ
か
蟻
ｌ
小
説
津
田
治

九
四
ｌ
表
題
通
り
の
内
容
で
あ
る
が
．

邑
楽
に
宛
て
ら
れ
た
八
通
の
書
簡
が
紹
介
、

っ
た
安
田
は
、

筒
一
七
信
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
日
付
け
で
言
え
ば
、
一
九
四
三
・
一

○
・
一
二
付
か
ら
一
九
四
五
二
・
一
八
付
ま
で
。
安
田
の
ジ
ャ
ヵ
ル

八
一

よ
く
わ
か
る
。
詩
作
品
の
試
み
も
多
く
記
さ
れ
て
い
る
。

夕
で
の
暮
ら
し
ぶ
り
や
仕
事
、
感
じ
た
り
考
え
た
り
し
て
い
た
こ
と
が

の
赴
任
中
に
福
岡
県
の
戸
畑
に
残
っ
た
妻
と
子
と
へ
宛
て
た
葉
書
・
書

－
１
８
と
，
と
は
連
載
さ
れ
た
文
章
で
、

そ
の
人
の
ジ
ャ
ワ
で
の
遭
難
の
ざ
ま
や
邑
楽
を
モ
デ
ル

こ
こ
で
は
阿
部
知
二
か
ら

翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

安
田
が
ジ
ャ
ワ
へ

童
話
、
評
論
、
エ
ッ
セ
イ
な
ど
を
こ
れ
ま
で
に
判
明
し
て
い
る
限
り
に
お
い

あ
る
が
、
と
り
あ
え
ず
は
〈
ジ
ャ
ワ
も
の
〉
と
い
う
視
点
か
ら
の
整
理
を
一
」

て
列
記
し
た
。
今
後
、
安
田
の
著
作
目
録
の
全
容
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
も

の
ジ
ャ
ワ
体
験
を
素
材
に
し
た
り
、
あ
る
い
は
触
れ
た
り
し
て
い
る
小
説
、

楽
（
池
尻
）
慎
一
の
実
際
の
イ
メ
ー
ジ
に
よ
り
つ
つ
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
し

て
の
信
仰
と
戦
争
と
い
う
人
間
の
悪
そ
の
も
の
と
の
ジ
レ
ン
マ
に
苦
し
む
人

代
表
作
は
、
「
シ
オ
ン
の
愛
子
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
モ
デ
ル
と
し
た
邑

こ
で
は
試
み
た
。

＊

物
が
描
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
、
「
半
島
出
身
」
の
も
う
一
人
の
キ
リ
ス

ト
者
が
関
わ
り
、
「
朝
鮮
民
族
」
の
日
本
に
よ
る
隷
属
状
況
に
対
し
て
の
慣

二
つ
の
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
、

1３

安
田
の
ジ
ャ
ワ
を
描
い
た
小
説
を
、
そ
の
テ
ー
マ
か
ら
分
類
し
て
み
る
と
、

第
一
は
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
精
神
に
貫
ぬ
か
れ
た
作
品
で
あ
り
、

刊
行

、

子
－
－
』
（
単
行
本
の
第
一
刷
版
は
、
一
九
八
二
・
六
、

安
田
に
無
断
で
「
シ
オ
ン
の
愛
子
」
の
記
述
を
使
用
し
た
が
、
そ
れ
ら

の
経
緯
と
そ
の
後
、
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

長
を
し
て
い
た
河
合
政
に
つ
い
て
の
回
想
で
あ
る
が
、
当
時
の
ジ
ャ
ワ

新
聞
社
の
様
子
も
よ
く
わ
か
り
、
貴
重
な
文
章
で
あ
る
。

二

「
忍
び
草
・
河
合
政
記
者
」
、
『
火
山
地
帯
』
第
九
○
号
、
一
九
九

四
ｌ
安
田
が
ジ
ャ
ワ
新
聞
社
に
赴
任
し
た
際
編
集
局
外
勤
部

他
に
見
落
し
て
い
る
文
章
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、

第
二
刷
版
よ
り
加
筆
訂
正
が
な
さ
れ
た
）

＊

＊

六
、
講
談
社
よ
り

を
世
に
出
し
た
折
、

＊

安
田
が
そ 六そ
の



安
田
作
品
へ
の
賛
辞
の
書
か
れ
る
動
機
に
な
っ
て
い
よ
う
。

こ
の
小
説
は
、
邑
楽
慎
一
が
ア
ン
バ
ラ
ワ
で
殺
害
さ
れ
た
、
と
い
う

事
実
は
踏
ま
え
て
い
る
が
、
設
定
し
た
状
況
は
一
か
ら
十
ま
で
す
べ
て

私
の
組
み
立
て
た
虚
構
で
あ
っ
た
が
、
邑
楽
慎
一
と
交
際
が
あ
っ
た
阿

部
知
二
は
、
私
へ
の
私
信
で
「
何
と
も
い
い
が
た
い
衝
撃
を
受
け
ま
し

た
。
成
功
い
た
し
ま
し
た
。
よ
く
こ
こ
の
こ
と
を
書
い
て
下
さ
い
ま
し

た
。
戦
争
の
一
つ
の
特
異
な
記
録
と
し
て
、
そ
し
て
戦
争
の
中
の
一
人

の
日
本
人
の
重
要
な
記
録
と
し
て
、
こ
れ
は
永
く
と
ど
め
る
べ
き
も
の

と
感
じ
ま
し
た
」
と
書
い
て
よ
こ
し
て
く
れ
た
。

阿
部
知
二
に
も
、
こ
の
邑
楽
を
モ
デ
ル
と
し
た
「
二
つ
の
死
」
（
「
中
央
公

論
』
、
一
九
五
三
・
四
）
と
い
う
小
説
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
右
に
引
い
た

田
作
品
の
設
定
し
た
問
題
は
、
戦
争
（
状
況
悪
）
と
そ
の
下
で
の
人
間
（
個

人
）
と
い
う
容
易
に
解
決
策
が
見
出
し
難
い
極
面
を
別
快
し
て
い
て
、
深
み

（
、
）

が
あ
る
。

こ
の
問
題
は
、
「
グ
ロ
ド
ッ
ク
監
獄
」
に
も
連
な
り
、
「
敵
国
人
抑
留
所
の

は
、
そ
う
し
た
問
い
に
応
え
る
余
地
は
な
い
。
彼
は
、
「
せ
い
ぜ
い
大
き
な

罪
の
な
か
で
小
さ
な
善
を
行
な
う
の
が
精
い
っ
ぱ
い
な
の
」
で
あ
り
、
「
誰

怒
が
重
な
る
。
主
人
公
は
、
「
わ
れ
わ
れ
日
本
人
が
破
壊
と
殺
識
の
こ
の
戦

争
に
積
極
的
な
抵
抗
を
せ
ず
に
生
き
る
な
ら
、
ど
ん
な
生
き
方
を
し
た
と
て

そ
れ
は
罪
悪
で
は
な
い
か
」
と
自
問
自
答
す
る
。
が
、
彼
を
と
り
ま
く
現
実

（
叩
）

「
シ
オ
ン
の
愛
子
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
冤
勾
。

か
に
課
さ
れ
る
罪
の
行
為
を
僕
が
引
き
受
け
」
た
い
と
思
う
し
か
道
が
な
い

の
で
唾
あ
る
。
残
さ
れ
た
の
は
悲
劇
的
な
結
末
だ
け
で
あ
っ
た
。

安
田
満
の
〈
ジ
ャ
ワ
〉

が
、
こ
こ
で
安

安
田
は
、

時
ま
で
が
作
品
内
の
時
間
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。

い
て
眺
め
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

「
歌
姫
ア
ユ
ム
」
は
、
主
人
公
「
秋
作
」
が
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
発
刊
さ
れ
て

い
る
邦
字
紙
の
記
者
と
し
て
赴
任
し
、
三
か
月
ほ
ど
経
っ
て
一
人
の
「
パ
ブ

（
お
手
伝
い
さ
ん
を
指
す
１
１
ｌ
木
村
・
注
、
以
下
同
）
」
を
雇
っ
た
と
こ
ろ
か

ら
始
め
ら
れ
て
い
る
。
日
本
軍
に
よ
る
軍
政
（
一
九
四
二
・
三
～
一
九
四

五
・
八
）
が
行
な
わ
れ
て
い
た
時
期
の
う
ち
、
一
九
四
四
年
初
め
か
ら
敗
戦

わ
り
を
持
て
な
い
の
で
あ
る
。
「
ド
ス
キ
ン
の
服
」
、
童
話
「
ジ
ャ
カ
ル
タ
の

犬
」
も
、
こ
う
し
た
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
テ
ー
マ
の
設
定
さ
れ
た
作

品
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
の
特
徴
と
し
て
は
、
杼
情
的
、
あ
え
て
い
え
ば
官
能
的
雰
囲
気
の
標

よ
う
作
風
の
作
品
群
が
挙
げ
ら
れ
る
。
〈
ジ
ャ
ワ
も
の
〉
の
範
蠕
に
入
ら
な

い
が
、
「
多
佳
子
幻
影
」
は
そ
の
代
表
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
「
朝
霧
」
、
「
歌

姫
ア
ュ
ム
」
が
、
〈
ジ
ャ
ワ
も
の
〉
で
は
、
そ
れ
を
表
わ
し
て
い
る
。
短
篇

な
が
ら
も
、
「
メ
ラ
ピ
の
猿
」
は
、
第
一
と
第
二
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
か

ね
そ
な
え
て
い
て
、
安
田
作
品
全
体
の
も
つ
テ
ー
マ
を
小
品
な
が
ら
も
鮮
か

に
浮
き
ぼ
り
に
し
て
い
る
。

（
烟
）

以
下
、
第
一
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
諮
加
じ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、

に
あ
た
る
「
深
田
」
と
、
も
う
一
人
「
福
岡
」
と
い
う
同
僚
の
住
む
家
を
宿

捕
虜
と
し
て
の
強
制
労
役
で
監
獄
を
訪
れ
た
「
私
」
は
、
彼
の
家
族
へ
最
後

こ
こ
で
は
第
二
の
特
徴
を
も
っ
と
も
よ
く
表
現
し
た

所
長
」
を
し
て
い
た
日
本
軍
人
は
戦
犯
と
し
て
裁
か
れ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、

の
言
葉
を
伝
え
た
い
と
い
う
意
思
を
表
わ
す
こ
と
で
し
か
人
間
と
し
て
の
関

「
歌
姫
ア
ユ
ム
」
に
つ

同
勤
で
中
学
の
先
輩七



舎
と
し
た
秋
作
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
「
パ
ブ
」
を
雇
っ
て
い
る
の
を
見

て
、
そ
れ
に
倣
う
。
公
共
職
業
紹
介
所
の
紹
介
票
を
持
っ
て
や
っ
て
き
た

「
ス
ン
ダ
娘
」
の
ア
ュ
ム
は
、

…
…
色
こ
そ
濃
い
小
麦
色
を
し
て
い
た
が
、
日
本
人
に
似
た
顔
立
ち

で
、
富
士
額
は
浮
世
絵
の
女
を
思
わ
せ
た
。
背
が
高
く
、
胸
は
薄
も
の

の
バ
ジ
ュ
（
衣
服
の
こ
と
）
に
豊
満
な
二
つ
の
隆
起
を
つ
つ
ん
で
い
て
、

若
さ
を
誇
示
し
て
い
る
感
じ
で
あ
っ
た
。

と
い
う
。
「
ジ
ョ
ン
ゴ
ス
（
男
の
使
用
人
を
指
す
）
」
は
、
彼
女
を
見
て
、
劇

マ
マ

場
で
「
コ
ロ
ン
チ
ョ
ン
」
を
歌
っ
て
い
た
娘
だ
と
秋
作
に
坐
ロ
げ
る
。

ア
ュ
ム
が
来
て
か
ら
秋
作
の
生
活
に
は
潤
い
が
生
じ
る
。
花
瓶
に
花
が
飾

ら
れ
、
熱
帯
魚
の
水
槽
が
部
屋
に
置
か
れ
る
。
あ
る
日
、
新
聞
社
に
い
る
秋

作
に
ジ
ョ
ン
ゴ
ス
か
ら
電
話
が
入
る
。
ア
ユ
ム
が
大
怪
我
を
し
た
と
い
う
。

瓶
を
手
か
ら
す
く
ら
し
、
足
の
血
管
を
切
っ
て
出
血
が
激
し
い
。
家
に
い
た

福
岡
は
、
知
ら
ん
顔
を
し
て
い
る
。
秋
作
は
、
彼
女
に
緊
急
の
止
血
を
施
し
、

社
の
オ
ー
ト
バ
イ
で
病
院
に
連
れ
て
い
く
。

作
も
「
パ
ブ
」
や
「
ジ
ョ
ン
ゴ
ス
」
た
ち
を
連
れ
て
「
ワ
ャ
ン
・
ク
リ
ッ
ト

院
す
る
ほ
ど
の
負
傷
で
あ
っ
た
。

旧
市
街
の
コ
タ
で
、
年
に
一
度
の
「
パ
ッ
サ
ル
・
マ
ラ
ム
（
夜
市
上

開
か
れ
た
。

あ
る
。
突
然
、

（
影
絵
芝
居
）
」
な
ど
を
見
に
行
く
。
ア
ュ
ム
は
、
い
つ
も
は
通
い
で
あ
る
が
、

こ
の
日
は
、
夜
市
に
も
行
か
ず
に
秋
作
の
家
に
泊
ま
る
。
そ
の
夜
の
こ
と
で

た
く
ま
し
く
張
っ
た
腰
を
サ
ロ
ン
が
き
り
り
と
締
め
て
、

三
週
間
に
も
及
ぶ
ジ
ャ
カ
ル
タ
市
民
の
た
め
の
お
祭
り
で
、

寝
て
い
る
秋
作
の
枕
頭
に
ア
ュ
ム
は
身
を
寄
せ
て
く
る
。

結
局
、
ア
ユ
ム
は
一
週
間
も
入

溌
獺
と
し
た

秋が

秋
作
は
、
夜
市
で
の
「
黒
い
ト
ビ
（
帽
子
）
を
か
ぶ
っ
て
サ
ロ
ン
を
ま
と

っ
て
い
る
人
人
」
を
目
に
し
て
、
自
ら
の
「
異
邦
人
」
た
る
を
実
感
す
る
。

そ
れ
は
、
ワ
ヤ
ン
を
見
た
折
に
も
感
じ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
「
こ
の
人

た
ち
と
は
同
じ
文
化
、
同
じ
感
情
を
持
」
ち
え
ぬ
の
だ
、
と
。
ガ
ジ
ュ
マ
ル

の
木
、
ガ
メ
ラ
ン
の
哀
切
な
旋
律
。
ダ
ラ
ン
（
影
絵
芝
居
の
導
師
）
の
呪
文

の
よ
う
な
物
語
、
と
先
ほ
ど
の
夜
市
で
目
に
し
、
耳
に
し
た
も
の
は
秋
作
の

「
孤
独
感
」
を
か
き
立
て
る
も
の
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
そ
こ
へ
、
ア
ユ
ム
が

身
を
投
げ
か
け
て
き
た
の
で
あ
る
。

な
状
況
下
に
い
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
女
性
が
身
を
委
ね
よ
う
と
し
た
故
か
ら
な

た
も
の
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

戦
局
は
日
に
日
に
敗
色
を
濃
く
し
た
。
沖
縄
は
米
軍
の
躁
剛
に
ま
か

の
発
端
が
ア
ュ
ム
の
負
傷
の
際
の
秋
作
の
介
護
、
親
切
に
対
し
て
の
感
謝
か

ら
く
る
も
の
な
の
か
、
あ
る
は
統
治
す
る
側
の
日
本
人
・
秋
作
に
、
不
安
定

の
か
。
秋
作
は
戸
惑
う
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
時
局
は
、

は
そ
の
時
に
は
死
ぬ
よ
り
ほ
か
は
な
い
と
自
覚
し
て
い
た
。

か
ら
知
ら
れ
よ
う
。
し
か
も
、
敵
の
ジ
ャ
ワ
侵
攻
は
確
実
と
思
わ
れ
、

こ
の
小
説
は
、
秋
作
と
ア
ュ
ム
の
恋
愛
物
語
と
し
て
進
行
し
て
い
く
。

敗
戦
を
間
近
か
に
控
え
て
の
日
々
で
あ
っ
た
こ
と
が
、

し
て
い
た
し
、

た
０

し
て
日
本
の
運
命
が
終
局
的
に
決
定
す
る
の
は
目
に
見
え
て
い
た
。

上
陸
す
る
の
に
、

ダ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
は
と
っ
く
に
降
伏
し
て
い
た
。

東
京
空
襲
は
前
年
の
秋
か
ら
は
じ
ま
っ
て
お
り
、

日
本
海
軍
は
あ
と
か
た
も
な
く
海
の
藻
屑
と
な
っ
て
い

も
う
さ
し
て
日
数
は
な
さ
そ
う
だ
っ
た
。

次
の
よ
う
な
切
迫
し

い
ま
引
い
た
文
章

米
軍
が
本
土
に

思
わ
れ
、
秋
作

そ
う
し
た
さ
中

遠
か
ら
ず 八

そイ



を
異
に
す
る
も
の
だ
、

書
房
新
社
）
の
中

ま
ま
で
は
な
い
が

「
書
下
ろ
」
さ
れ
た
も
の
で
、
安
田
作
品
の
公
表
二
九
七
九
年
一
○
月
）

と
な
る
。
大
谷
晃
一
は
、
「
評
伝
武
田
隣
太
郎
』
（
一
九
八
二
・

書
房
新
社
）
の
中
に
、
右
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
記
し
て
い
る
。
姿

の
か
も
知
れ
な
い
。
日
本
人
の
「
花
」
と
は
、
無
論
、
女
性
の
こ
と
を
指
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
秋
作
は
「
巷
の
民
里
旦
と
自
分
た
ち
の
愛
と
は
種

の
方
が
早
い
。
あ
る
い
は
、
武
田
に
よ
る
「
創
作
」
か
も
知
れ
ぬ
が
、
当
時

の
ジ
ャ
ワ
在
住
の
日
本
人
の
間
に
は
ず
い
分
と
流
布
し
て
い
た
歌
で
あ
っ
た

こ
の
歌
は
引
か
れ
て
い
る
。

と
◎

だ
よ
」
と
言
っ
て
、

と
く
下
町
を
中
心
に
街
復
し
て
い
た
が
、

鱗
太
郎
は
、

に
、
思
い
が
け
な
く
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
女
性
と
の
愛
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
四
一
一
年
三
月
か
ら
一
九
四
三
年
一

陸
軍
よ
り
「
徴
用
」
を
受
け
、

憂
い
に
み
つ
る
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

華
僑
の
ト
ワ
ン
は
金
を
つ
む

日
本
の
ト
ワ
ン
は
花
を
つ
み

オ
ラ
ン
チ
ナ
ワ
ン
サ
ジ
ャ

オ
ラ
ン
イ
ン
贋
ミ
ネ
シ
ア
ス
サ

「
鱗
太
郎
の
創
作
で
は
な
い
か
」

オ
ラ
ン
ニ
ッ
ポ
ン
プ
ル
ン
パ
ン
サ
ジ
ャ

知
己
と
な
っ
た
若
き
作
家
志
望
の
庄
野
英
二
中
尉
と
毎
夜
の
ど

安
田
満
の
〈
ジ
ャ
ワ
〉

（
オ
ラ
ン
チ
ナ
の
行
が
欠
け
て
い
る
）
、

次
の
よ
う
な
歌
を
教
え
た
と
い
う
。

と
思
い
つ
つ
も
一
種
の
や
ま
し
さ
は
拭
い
き
れ
な
い

大
谷
本
の
右
の
箇
所
は
、
単
行
本
刊
行
の
折
に

宣
伝
班
メ
ン
バ
ー
と
し
て
ジ
ャ
ワ
上
陸
の

サ
ジ
ャ

と
思
っ
た
庄
野
の
訳
で
は
、

一
月
ま
で
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
い
た
武
田

あ
る
時
、
庄
野
にに
「
巷
の
民
の
声

す
な
わ
ち

・
一
○
、
河
出

そ
っ
く
り
そ
の

安
田
作
品
に
も

か
も
、
そ
の
愛
に
は
、

揺
曳
し
て
い
る
。

る
い
は
苦
難
が
予
測
さ
れ
よ
う
と
も
あ
く
ま
で
も
日
本
へ
帰
ろ
う
と
す
る
の

か
、
そ
の
運
命
の
岐
路
に
立
っ
た
男
性
の
心
の
葛
藤
が
描
か
れ
て
い
る
・
し

の
板
挟
み
に
苦
し
ん
だ
末
、

ジ
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

ジ
ャ
ワ
に
い
た
日
本
人
は
約
八
万
人
余
り
。
か
な
り
の
高
い
パ
ー
セ
ン
テ
ー

は
わ
か
ら
な
い
が
、
お
お
よ
そ
千
五
百
人
に
の
ぼ
る
と
言
わ
れ
る
。
当
時
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
人
人
の
導
き
で
ジ
ャ
ワ
に
残
留
し
た
人
の
数
は
、
正
確
に

ド
ネ
シ
ァ
人
女
性
の
誘
い
に
よ
っ
て
、
「
カ
ン
ポ
ン
（
村
も
し
く
は
故
郷
）
」

へ
と
脱
走
も
し
く
は
身
を
ひ
そ
め
る
者
が
続
出
す
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

ア
ュ
ム
は
再
三
再
四
、

せ
て
の
自
ら
の
「
乱
行
」
へ
の
苛
責
も
つ
の
る
。
ア
ュ
ム
は
、

肉
体
関
係
を
持
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
。

に
、
天
皇
の

の
イ
ス
ラ
ム
教
へ
の
改
宗
、

ろ
う
か
。

の
で
あ
る
。
事
実
、
同
宿
の
「
深
田
」

敗
戦
と
い
う
現
実
を
前
に
、

日
本
の
敗
戦
時
、
ジ
ャ
ワ
に
い
た
日
本
人
で
、
こ
こ
に
記
さ
れ
た
よ
う
な

ジ
ャ
ワ
に
い
る
日
本
軍
人
あ
る
い
は
民
間
の
人
の
中
か
ら
、

ア
ュ
ム
ヘ
の
傾
斜
す
る
思
い
が
強
ま
り
、

「
歌
姫
ア
ユ
ム
」
は
、

「
終
戦
の
詔
勅
」
を
聞
く
。

自
堕
落
な
自
己
と
自
ら
を
責
め
る
主
人
公
の
意
識
が

秋
作
に
そ
れ
を
す
す
め
る
。

女
性
の
愛
に
身
を
委
ね
て
こ
の
地
に
残
る
か
、

彼
女
と
の
別
離
を
選
択
す
る
。

す
な
わ
ち
正
式
な
結
婚
を
迫
る
。

主
人
公
は
故
国
へ
の
思
い
と
女
性
へ
の
愛
と

「
福
岡
」
の
両
人
も
、
「
パ
ブ
」
と
の

彼
ら
と
自
分
と
、
ど
こ
が
違
う
の
だ

ま
た
一
方
、
時
局
を
考
え
あ
わ

実
際
に
戦
地
、

次
次
と
イ
ン

つ
い
に
秋
作

そ
う
し
た
折九

あ



し
ろ
め
た
さ
」
を
標
わ
し
た
こ
の
愛
の
物
語
は
、
夏
目
漱
石
や
阿
部
知
二
の

描
き
出
し
た
世
界
に
ど
こ
か
つ
な
が
っ
て
い
る
読
後
感
が
あ
る
。

景
の
一
つ
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
し
、
そ
の
典
型
と
も
い
う
べ
き
物
語
が
こ
こ
に

確
か
に
あ
る
と
評
せ
よ
う
。
高
貴
な
杼
情
を
た
た
え
、
一
方
で
ど
こ
か
「
う

あ
る
い
は
他
の
場
所
に
お
い
て
も
、
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
見
う
け
ら
れ
た
光

ピ
ソ
ー
ド
を
描
い
た
作
品
に
寄
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
い
ま
瞥
見
し
て

き
た
「
歌
姫
ア
ュ
ム
」
に
お
い
て
も
、
こ
の
「
風
格
」
は
ま
ち
が
い
な
く
そ

な
わ
っ
て
い
よ
う
。
残
念
な
が
ら
紙
幅
が
尽
き
た
。
こ
の
作
家
の
全
容
を
明

ら
か
に
す
る
べ
く
、
さ
ら
に
ま
た
、
論
述
の
機
会
を
待
ち
た
い
。

（
未
完
）

冒
頭
に
引
い
た
安
田
満
作
品
に
み
ら
れ
る
「
風
格
」
と
の
評
辞
は
、
〈
ジ

ャ
ワ
も
の
〉
に
対
し
て
で
は
な
く
、
渋
川
玄
耳
や
西
郷
隆
盛
に
ま
つ
わ
る
ェ

注（
１
）
「
解
説
」
、
「
玄
耳
と
猫
と
漱
石
と
』
所
収
、
邑
書
林
、
一
九
九
三

年
三
月
。
な
お
、
大
河
内
昭
爾
は
、
こ
の
本
の
出
る
経
緯
に
つ
い

て
、
そ
の
箸
『
本
の
旅
』
（
紀
伊
国
屋
書
店
、
一
九
九
六
・
八
）
所

が
寄
せ
ら
れ
、
「
東
京
新
聞
』
紙
上
で
菅
野
昭
正
が
絶
賛
し
た
、
と

の
こ
と
で
あ
る
。

（
２
）
「
同
人
雑
誌
評
」
、
初
出
は
一
九
九
一
年
九
月
号
『
文
学
界
」
所

収
の
文
章
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
引
用
は
注
（
１
）
の
も
の
に
拠

収
の
「
同
人
雑
誌
評
」
に
も
記
し
て
い
る
。
安
田
の
こ
の
書
物
に

対
し
て
、
大
河
内
の
も
と
へ
司
馬
遼
太
郎
か
ら
「
賞
賛
の
お
便
り
」

（
３
）
「
ア
ユ
ム
」
と
い
う
の
は
、
作
品
中
に
お
け
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

女
性
名
で
あ
る
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
「
ア
ユ
」
「
ア
ュ
ミ
」

（
４
）
中
国
山
東
省
の
瘡
口
時
代
の
こ
と
を
素
材
に
し
た
小
説
に
「
環

瑠
」
が
あ
り
、
在
住
時
の
様
子
が
よ
く
わ
か
る
。
『
九
州
文
学
」
所

載
、
二
○
○
○
年
七
月
。

（
５
）
『
ジ
ャ
ワ
新
聞
」
は
、
一
九
四
二
年
一
二
月
八
日
か
ら
一
九
四
五

年
九
月
二
八
日
の
間
、
通
巻
九
九
一
号
ま
で
刊
行
さ
れ
た
。

（
７
）
ジ
ャ
ワ
時
代
の
小
野
佐
世
男
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

（
画
家
）
の
戦
争
体
験
－
－
〈
ジ
ャ
ワ
〉
の
小
野
佐
世
男
」

（
６
）
住
居
表
示
と
し
て
は
、
当
初
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
市
モ
ー
レ
ン
フ
リ

ー
卜
街
東
八
番
地
で
あ
っ
た
が
、
一
九
四
四
年
五
月
よ
り
、
ジ
ャ

（
８
）
「
私
説
九
州
の
文
人
た
ち
（
四
）
」
、
「
火
山
地
帯
」
所
載
、
一

九
九
六
年
一
月
。

（
９
）
拙
稿
「
風
流
を
愛
す
る
人
・
佐
藤
春
夫
１
－
庄
野
英
二
の
ジ
ャ

ワ
体
験
（
そ
の
三
）
」
を
参
照
。
「
樹
林
』
第
三
三
五
号
（
大
阪
文

学
学
校
）
所
載
、
一
九
九
一
一
年
二
月
。

（
皿
）
前
出
「
傷
め
る
葦
の
人
・
邑
楽
慎
二

ヨ
ミ
」
と
い
う
名
は
多
く
あ
る
が
、
「
ア
ュ
ム
」
は
き
わ
め
て
珍

ら
し
い
。
正
式
な
長
い
名
前
の
省
略
形
で
あ
ろ
う
か
。

カ
ル
タ
市
大
和
橋
北
通
り
八
番
地
と
呼
び
名
が
変
え
ら
れ
た
。

っ
た
。

「
文
学
史
を
読
み
か
え
る
第
四
巻
戦
時
下
の
文
学
』

ン
パ
ク
ト
出
版
会
、
二
○
○
○
年
二
月
。

「
漫
画
家

を
参
照
。

所
載
、
イ ○



参
照
。
「
文
化
の
変
容
と
再
生
」
所
収
、
法
律
文
化
社
、
一
九
九
六
年

〔
追
記
〕
本
稿
を
成
す
に
あ
た
っ
て
、
安
田
満
氏
に
種
種
、

い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

四
月
。

（
皿
）
注
（
ｕ
）
に
同
じ
。

（
ｕ
）
拙
稿
「
邑
楽
慎
一
論
序
説
１
１
文
化
の
〈
再
生
〉
を
め
ざ
し
て
」

安
田
満
の
〈
ジ
ャ
ワ
〉

（
き
む
ら
・
か
ず
あ
き
本
学
教
授
）

御
教
示
を




